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条

例

○
山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

一

○
山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

二

○
山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

二

○
山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

三

条
例
の
あ
ら
ま
し

○
　
山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十
一
号
）
（
行
政
経
営
管
理
課
）

1
　
人
口
減
少
危
機
対
策
を
全
庁
で
迅
速
か
つ
強
力
に
推
進
し
、
今
後
長
期
に
わ
た
っ
て
取
組
を
継
続

し
て
い
く
た
め
、
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局
を
設
置
し
、
及
び
本
県
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
り
一
層
の
推
進
に
向
け
た
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
D
X
・
情
報

政
策
推
進
統
括
官
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十

二
号
）
（
衛
生
薬
務
課
）

1
　
旅
館
業
法
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

㈠
　
山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正

事
業
譲
渡
に
よ
り
営
業
者
の
地
位
を
承
継
す
る
場
合
に
お
い
て
、
社
会
教
育
施
設
の
周
辺
に
お

い
て
営
ま
れ
る
旅
館
業
を
知
事
が
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
人
の
合
併
・
分
割
又
は
相
続

に
よ
り
承
継
す
る
場
合
と
同
様
に
、
当
該
社
会
教
育
施
設
の
設
置
者
等
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
と

す
る
。

㈡
　
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

事
業
譲
渡
に
よ
り
営
業
者
の
地
位
を
承
継
す
る
場
合
の
承
認
申
請
手
数
料
の
額
は
、
法
人
の
合

併
・
分
割
又
は
相
続
に
よ
り
承
継
す
る
場
合
と
同
額
と
す
る
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め

の
旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十
三
号
）
（
住
宅
対
策
室
）

1
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
等
に
鑑
み
、
県
営
住
宅
等
の
入
居
者
資
格
に
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
等
及
び
里
子
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
十
四
号
）
（
議
会
）

1
　
山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
総
務
委
員
会
の
所
管
に
つ
い
て
、
「
人
口
減
少
危

機
対
策
本
部
事
務
局
に
関
す
る
事
項
」
及
び
「
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
に
関
す
る
事
項
」
を

加
え
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条
　
　
　
例

山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
一
号

山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
部
等
設
置
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
第
一
項
中
「
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
」
の
下
に
「
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局
及
び
」

を
、
「
局
」
の
下
に
「
、
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
感
染
症
対
策

セ
ン
タ
ー
並
び
に
部
、
局
」
を
「
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局
及
び
感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー
並
び

に
部
、
局
、
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
四
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
三

号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
号
㈣
及
び
㈤
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官

㈠
　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
事
項

㈡
　
行
政
の
情
報
化
に
関
す
る
事
項

第
一
条
第
二
項
中
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
　
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局

人
口
減
少
危
機
対
策
に
関
す
る
事
項

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。



山
梨
県
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四
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号
　
　
令
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年
十
月
二
十
日

二

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
同
居
親
族
等
」
と
は
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
建
設
省
令
第
十
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
号

に
規
定
す
る
同
居
親
族
等
を
い
う
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
所
得
」
と
は
、
省
令
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
を
い
う
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し

な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
。
第
三
号
、
第

二
十
九
条
及
び
第
三
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
現
に
同
居
し
、
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
同
居
親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
と
同
居
し
て
い
る
親
族
（
」
を
「
の
同
居
親
族
等
（
入
居
者
と
現
に
同

居
し
て
い
る
者
に
限
り
、
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
居
の
親
族
」
及
び
「
前
項
に
規
定
す
る

親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
九
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
四
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
同
じ
。
）
」
の
下
に

「
又
は
児
童
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
を
い
う
。
）
若
し
く

は
親
族
に
準
ず
る
者
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
（
入
居
者
と
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
も
の
に
限
る
。
）
（
第
四
号
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い

て
「
同
居
親
族
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
現
に
同
居
し
、
若
し
く
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
条
第
三
項
第
一
号
中
「
親
族
」
を
「
同
居
親
族
等
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

2
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
第
七
条
か
ら

第
十
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
入
居
者
の
決
定
そ
の
他
の
入
居
に
関
す
る
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施

行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
五
年
十
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
二
号

山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
及
び
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
三
項
」
に
、

「
第
五
条
第
三
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
中
「
及
び
第
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
、
第
三
条
の
三
第
二
項
及
び

第
三
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
五
条
第
三
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
の
十
一
の
項
中
「
又
は
第
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
、
第
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三

条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の

旅
館
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。山

梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
三
号

山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
七
年
山
梨
県
条
例
第
一
号
）
の
一



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
四
十
号
　
　
令
和
五
年
十
月
二
十
日

三

3
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
第
四
条
か
ら
第
十
一
条
ま

で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
例
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

入
居
者
の
決
定
そ
の
他
の
入
居
に
関
す
る
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
三
十
四
号

山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
�
を
�
と
し
、
㈡
か
ら
�
ま
で
を
㈣
か
ら
�
ま
で
と
し
、
㈠
を
㈡
と
し
、
そ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈢
　
D
X
・
情
報
政
策
推
進
統
括
官
に
関
す
る
事
項

第
二
条
第
一
号
に
㈠
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈠
　
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局
に
関
す
る
事
項

附

則

（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
　
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
る
案
件
で
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
降
そ
の
所

管
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
案
件
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
と
み
な
す
。
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